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（研究計画ないし研究手法の概略）                                   

2024 年に「トゥルグ・ジュのブランクーシ記念作品群」（Brâncuși Monumental Ensemble 

of Târgu Jiu、以下、記念作品群）が世界遺産登録を受けた。戦没者を記念して制作された

作品群の登録資産は、東からブランクーシの代表作《無限柱》とコラムパーク、1.5km にわ

たる英雄通りと教会、《沈黙の円卓》と《接吻の門》のある川沿いの現ブランクーシ公園等 10

の要素で構成される（図１）。本研究では、1938 年の完成当時から大幅に変化した周辺環境
を前提とするランドスケープデザインの保存管理の考え方と手法を明らかにすることを目

的とする。 

ブランクーシ（Constantin Brâncuși、1876-1957）については、フランスとルーマニア、

アメリカを中心に、評伝・作品論・作品集・展覧会カタログや雑誌掲載論文、回想など、膨

大な資料と研究の蓄積がある。また、1998 年からの修復工事や周辺整備についての報告、世

界遺産推薦にあたって市とルーマニア政府により作成された資料等が公開されている。本研

究では、これら文献資料のうち主に推薦書（2018 年、全 140 頁）、補足資料（2023 年の中間

報告に対応して同年提出、全 2077 頁）の一部、イコモスによる評価結果（2024 年、全 11 頁）

の分析と、2025 年 9 月 1-3 日に実施した現地調査により研究を行った。 

 

（実験調査によって得られた新しい知見）                                         
１．記念作品群の概要 

トゥルグ・ジュ市はブカレストから西に約 290km、アパラチア山脈の南に位置するゴルジ
ュ県の県庁所在地で、周辺都市を結ぶ主要道路の結節点にあたる。1916 年、トゥルグ・ジュ
の町を南北に流れるジュ川の東岸がルーマニア兵と市民がドイツ軍と戦う防衛線となった。
1935 年にアレティア・タタレスクがブランクーシに戦没者記念碑の制作を依頼し、シュテ
ファン・ジョルジュスク＝ゴルジャンらの協力を得て 1937 年から 1938 年にかけて作品群
が制作される。当初の依頼は《無限柱》のみだったが、記念作品群へ展開し、市で 20 世紀初

頭から検討されていた英雄通りと、２つの公園が一体的に整備された（表 1）。 

1938 年に完成した記念作品群は、1950 年代初頭に当時の共産主義政権により批判され《無

限柱》の引き倒しが試みられたが、1955 年には国の歴史的モニュメントに「造形芸術」分野

で登録され、1960 年代以降《無限柱》の経年劣化に対し作品制作を技術的側面で支えたゴル

ジャンが定期的に修復を担当した。1970 年代にはチャウシェスク政権下で市の体系化計画

が策定され、1980 年代にかけて英雄通り周辺でも一部が実施される。 

1989 年のルーマニア革命後、新しい体制下で取り組みが始まる。1990 年にルーマニア政

府は世界遺産条約を批准し、記念作品群は 1991 年に(i)(ii)の基準により暫定リスト入りす



る。翌年には国家重要公益財産に位置づけられ、1994 年にこれを保護するための専用のゾー

ニング計画が策定された。その保護範囲は現在の緩衝地帯とほぼ同じである。1996 年にはワ

ールド・モニュメント財団のウォッチ・リストに登録されたことで世界的な関心を集め、ユ

ネスコによる調査団も派遣されている。その後、ルーマニア政府と世界銀行の協定にもとづ

き、1998 年結成のルーマニア政府とワールド・モニュメント財団による国際的な修復チーム

により 2000 年に本格的な修復工事が開始される。《無限柱》の工事は 2000 年に、2004 年に

かけて他の彫刻作品と周辺のランドスケープデザインの修復工事が行われた。1990 年代に

はジウ川の整備と橋の解体・一部移築等も実施されている。 

２．世界遺産登録までの経緯と資産と緩衝地帯の設定 

推薦書の提出及び審査・登録はやや複雑な経緯をたどり、一度推薦資産と緩衝地帯の見直

しが行われている。まず、推薦書作成にあたって、2013 年にイオン・ミンク建築・都市大学

による大規模な調査と分析(以下 2013 歴史調査)、1994 年のゾーニングの改定案(同 2013 ゾ

ーニング)の作成と保存管理計画の策定が行われた。2014 年に承認され、同年世界遺産登録

の推薦書が提出された。この推薦書は 2015 年に取り下げられ、2016-17 年にイコモスによる

助言をうけた後の 2018 年に改訂版が提出された。2014 年の推薦書では推薦資産は、ブラン

クーシによる作品群のみで、緩衝地帯として英雄通りと作品のある公園およびこれに隣接す

る１街区のひろがりが設定されていた。2018 年の推薦書で、ジウ川や英雄通り、教会と２つ

の公園を含む連続した一帯が資産として設定され、緩衝地帯は 1994 年以降継続している保

護範囲とされた。これにより後の評価では「芸術作品のコレクションではなく、都市的／地

域的な広がりを持つ記念碑的アンサンブル」と位置づける点が大幅に改善されたとされる。 

推薦書は「近年の紛争の記憶に関連する遺跡」に関して審査する可能性がある推薦資産と

して審査が延期され、2023 年 1 月に指針が採択された後に、審査が再開された。書類審査を

経て 2023 年 7 月 19-22 日に現地調査が行われた。審査の過程で保存管理計画（2019 年改訂）

および 2013 歴史調査、2013 ゾーニング等の詳細な資料を含む補足資料が提出されている。

最終的に、2024 年に世界遺産に登録された。 

３．顕著な普遍的価値の評価にみるランドスケープデザイン 

推薦書では「登録基準」(ⅰ)(ⅱ)(ⅳ)(ⅵ)が提示されたが、イコモスは(ⅰ)(ⅱ) のみが

該当するとした。(ⅰ)については、記念作品群は比類ない「抽象的な記念碑的彫刻、ランド

スケープデザイン、工学、都市構成の融合」で、《無限柱》は「20 世紀の最も優れた公共彫

刻の一つ」とされた。(ⅱ)については推薦書にある高層建築への影響は認められないが「イ

ンスタレーション、ランドスケープ、パブリック・アート」等の分野で歴史的に決定的に重

要とされ修正が勧告された。(ⅳ)ではモダニズムという時代を代表するとした推薦書に対し、

モダニズムは態度として規定されるべきで、かつモダニズムの代表でなく大きく先行すると

した。(ⅵ)では、第一次世界大戦後の広範な戦没者記念行為との深い関連が提示されたが、

他作品群との類似性より(ⅰ)の傑作という側面が強く、国際的には記念された戦い自体の影

響は限定的で、直接的に関係する橋や川にはすでに大幅な変更が加えられていることも指摘

された。また「近年の紛争の記憶に関連する遺跡」を巡っては、記念碑制作のきっかけにな

った出来事の記念を超越した作品で、該当しないとされた。戦没者記念の表現という点では、

記念作品群が祭壇、門、凱旋道路、記念柱という伝統的なモチーフと一致するが、その独自

性と表現の強さは、軍事的・国家的表現を完全に排除し、原初的な形態を通して、戦没者の

記念のみでなく、「人間性の根源的な価値が象徴的に表現されている」ことにあるとされた。 



 



ランドスケープデザインについては、「登録基準」(ⅰ)(ⅱ)でともに高い評価を受けている。

具体的な記述としては、単に「モニュメントを都市の中に配置するのではなく、なく「モニ

ュメントの中心部に機能的な要素として都市を配置した」」とされ、公園と英雄通り沿いの

街の水平性に対する《無限柱》の垂直性という対照と、動的なシークエンスにも触れられて

いる。 

４．作品群完成後の周辺環境の変化と理解 

記念作品群の制作前の街と登録資産の関係を図 2 に示す。推薦書自体には、環境の変化に

対する理解やそれに対する対応方針について歴史的調査の結果や用途地域等の都市計画図

を用いた説明はなく、具体的な記述自体も限定的だが、基本的に、彫刻作品自体とその周辺

については完全性が保たれている一方で、英雄通り沿いは課題が多いとされる。 

完成後の具体的な環境の変化を、2013 歴史調査に含まれる緩衝地帯内の区画の形成過程

図をもとに図 3 に簡略化して示す。また、図４に現在の英雄通り沿いの写真を示す。現在の

緩衝地帯はもともと、ジュ川と東岸の整形庭園、その東に中心市街地の建築群、教会周辺か

ら住宅地と耕作地が混じり合い密度が下がっていく一帯だった。記念作品群の制作を機とし

て英雄通りが開通し、図 3 に薄赤と薄橙で示した以前からの区画に、薄黄で示した区画が新

しく形成された。薄緑の範囲はその後 1970 年代までに発展が見られた区画で、薄青が 1973

年以降の区画となっている。そのなかでも中央の太枠で囲った一帯が、1977～1985 年に体系

化計画による大規模な解体と開発が行われた区画で、推薦書でも、伝統的な都市構造の一部

が破壊され美観が損なわれたと明記されている。この区画は図 2の薄青のハッチ部にあたり、

現在は図 4 の写真 B が示す通り、形態操作が行われた大きなヴォリュームの集合住宅が緑地

に面して連続している。 

こうした評価の一方で、ブランクーシが記念作品群を都市と統合された作品として制作し、

周辺建物を当時のまま保存をすることを意図していなかったこと、共産主義時代の都市開発

も現在では「都市史の一部」として捉えることの重要性も指摘されている。また今後につい

ては英雄通り自体が「町の象徴でありかつ観光を含む経済的発展の骨格をなす軸」となるよ

うゾーニングが策定され、既に一部では建物の外観の改善、舗装・照明・緑地の統一、駐車

場の撤去等のプロジェクトが計画・実施されていることが報告されている。評価結果は基本

的に、推薦書で示された内容の確認となっているが、末尾の「追加的勧告」で記念作品群の

制作時には既に存在していた線路の埋設または迂回についての検討が勧告されている。作品

完成当時の維持保全でなく、顕著な普遍的価値をより高めることが重視されている。 

謝辞：現地調査において、記念作品群の世界遺産登録に長く携わってきたトゥルグ・ジュ市

副市長のエイドリアン・チューダー(Adrian Tuder)氏とスタッフの皆様から資料・情報の提

供および調査のサポートを、ルーマニア文科省世界遺産担当のアレクサンドル・メクシ

(Alexandru Mexi)博士から専門的知識の供与を受けました。記して謝意を表します。  
（ 発 表 論 文 ）                 
真木利江：トゥルグ・ジュのブランクーシ記念作品群におけるランドスケープデザインの保

存管理手法に関する研究（１）、日本建築学会大会学術講演梗概集（九州）、pp.635-636、

2025 年 9 月 

真木利江：トゥルグ・ジュのブランクーシ記念作品群におけるランドスケープデザインの保

存管理手法に関する研究（２）、日本建築学会大会学術講演梗概集（中国）、掲載頁未定、

2026 年 9 月（投稿済） 


